
このたびユネスコの世界文化遺産への推薦が決まった「明治日本の産業
革命遺産　九州・山口と関連地域」。その構成資産のひとつに、長崎市
の「端島」がある。外観から「軍艦島」とも呼ばれ、閉山以後長らく無人
島となっていたこの炭鉱の島が、今、眠りから覚めたように人々の関心を呼
んでいる。廃墟となった端島の姿は、私たちに何を語りかけてくれるだろうか。

日本の製鉄・造船を支えた端島炭坑

長崎港から運航している軍艦島上陸ツアーの船に乗って約
40分。港から約18kmのかなた、野

の も は ん と う

母半島から約4.5kmの沖合
いに見えてくる端島は、炭鉱のために造られた人工の島だ。切り
立った岸壁に四方を囲まれ、廃墟と化した鉄筋コンクリートの住
宅群が建ち並ぶ。船で裏側に回れば、その偉容はまさに軍艦のよ
う。軍艦島と呼ばれるようになったのは大正年間で、三菱長崎造
船所で建造中だった戦艦土佐にシルエットが似ているという報道
もなされて、この愛称が広く使われるようになっていった。

かつては南北約320m、東西約120mの瀬と岩礁にすぎなかった
端島で、石炭が発見されたのは1810（文化7）年のこと。そもそも長
崎県一帯は良質な石炭層に恵まれ、長崎港外にある高島や伊王
島は江戸時代から採炭が行われていた。そしてこの良質な石炭
の存在が、明治維新後に外国船が長崎に盛んに寄港した理由

のひとつとなっていたと
いう。端島でも明治に入
ると炭鉱開発が進めら
れ、1890（明治23）年に
は、長崎で造船や製鉄
を展開していた三菱が
端島を譲り受けて次 に々
竪
たてこう

坑を開削し、本格的
海底炭鉱として操業。それまで石炭産出の主役だった高島炭坑
をしのぐ出炭量を誇るようになった。端島炭坑は高島とともに、長崎
のみならず日本の工業化、近代化を支えた存在であり、世界遺産
候補の構成資産となった理由もここにある。

出炭量の増大に伴って、端島は1931（昭和6）年までに6度に
わたって周囲を埋め立てて岸壁を固める拡張工事を繰り返し、
面積はもとの約3倍となった。島の人口も増え、狭い島で多くの人
が生活できるよう、1916（大正5）年築の日本初の鉄筋コンクリート
の高層集合住宅を初めとして、次 と々高層の建物が建てられた。
1960（昭和35）年には人口は端島史上最大の5,267人を記録。
人口密度は当時の東京都区部の9倍で、世界一だった。このよう
に興隆を極めた端島炭坑だが、のちに石油へのエネルギーの転
換が進んだことで、ついに1974（昭和49）年に閉山することにな
る。炭鉱のためだけに存在した島ゆえに、炭鉱がなくなれば人が
いる意味はない。閉山から3カ月で全島民が退去し、建物はその
ままにうち捨てられて島は無人島となった。

外洋の激しい潮風や波にさらされ、崩壊や風化の進む端島が
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▲もっとも軍艦に形が似て見える、北側からの全景（長崎市提供）

▲クレーンが林立する長崎港

ここから送水管が引き込まれていた

▲

▼明治期の石積み護岸が随所に独自の
景観を見せる（長崎市提供）
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別冊 FROMはウェブサイトへ

坂が多いことでも知られる長崎特有の乗り物「斜行エレベーター」などを紹介しています。

長い眠りから目覚めたのは2009（平成21）年4月。整備された見学
路限定で、長崎市が観光客に上陸・見学を解禁したのだ。その背
景には端島の歴史的な価値や観光資源としての可能性を見直
そうという機運があった。そして今、2015（平成27）年に世界文化
遺産登録をめざす「明治日本の産業革命遺産 九州・山口と関連
地域」の構成資産の一つとして、また新たな歴史を刻もうとしてい
る。なお、この産業革命遺産の28の構成資産のうち、長崎市内に
は端島炭坑のほか日本の近代化に貢献したトーマス・グラバーの
住宅や三菱重工業㈱長崎造船所の第三船

せんきょ

渠（ドッグ）など、造船
と石炭産業分野で日本の近代化に大きく貢献した8資産が存在
している。

風化が進む島の風景が今に伝えるもの

切り立った岸壁に囲まれた端島への上陸は、海中に杭を打っ
て設けられたドルフィン桟橋に船を接岸させて行われる。桟橋か
ら通路を渡れば、そこはあちこちに施設の壁や残骸が残り、瓦礫
が転がる島の南部だ。見学通路が整備されているこの一帯は、
炭鉱の総合事務所や地下へ下りる坑口、選炭機や石炭の仕上
工場、貯炭場などがあった島の中枢部。何千人もの人々が住ん
だ高層住宅や学校などの生活施設は島の北西側にあり、風化が
進みながらも往時の姿を留めている。
「学校や病院はもちろん、売店、理髪店、食堂や酒場、パチンコ

屋や映画館、公民館や駐在所、神社まで、ここには何でもありまし
た。なかったのは火葬場とお墓、緑だけ。コンクリートだらけの島で
子どもたちを緑に触れさせるため、住宅の屋上には菜園が設けら
れていました」。そう語るのは、高校までこの島で暮らした坂本道
徳さん。2003（平成15）年設立の「軍艦島を世界遺産にする会」
の会長で、上陸ツアーのガイド役も務めている。

生活に欠かせない水は、かつては船で運んでいたが、1957（昭
和32）年には対岸の野母半島から全長6.5kmの海底送水管が

引かれた。高度成長期に
坑員の給与水準はかなり
高く、社宅に住んで共同
風呂は無料と生活面で
も優遇され、テレビ、洗濯
機、冷蔵庫などの電化製
品は県下一の普及率を
誇った。コンパクトな島に
同じ仕事に従事する多く
の人々が暮らしていたため、コミュニケーションやつきあいは非常
に密で、炭鉱の島ならではのコミュニティを形づくっていたという。

とはいえ、海が時化れば島外との行き来はできなくなり、物資の
補給は途絶える。また、海面下数百メートル、暑さの中で行われる
坑員の仕事は厳しく、いつも危険と隣合わせだ。
「坑口へ下りる階段を、自分の足で再び登って帰ってこられる

か。そんな思いはいつもどこかにあったと思います。そうして父親
たちは家族の生活を支えていた…、父親と家族の絆を感じます」
と坂本さんは言う。訪れる人にとっては廃墟でも、かつて住んでい
た人にとっては、端島は家族との暮らしの記憶を留める大切な故
郷だ。語る言葉に思いがこもる。「その故郷を否も応もなく捨てざる
を得なかった者がいることにも、思いを巡らせてほしいですね」。

坂本さんは1999（平成11）年、同窓だった仲間たちと共に閉山
から25年目にして初めて端島へ渡ったのを機に、荒廃していく故
郷を守る活動を手探りでスタート。やがて軍艦島を世界遺産にす
る会を立ち上げた。設立当初は夢物語だった世界遺産の実現を
目前にした今、訪れる人たちにこの島を産業史や都市工学の貴
重な遺産としてだけでなく、「未来を考えるためのもの」と捉えてほ
しいと坂本さんは考えている。

「ここで見るものは、エネルギー政策の転換のなかで日本という
国が捨てていった風景でもあります。端島の姿は今後の日本の資
源やエネルギーの問題を考えるうえで、さまざまな問いかけや手
がかりを投げかけてくれるのではないでしょうか」。

▲右の白い建物は小・中学校、左の建物は鉱員社宅

▲総合事務所があった島の中枢部

▲大正時代に建てられたRC造高層集合住宅
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1廊下は格好の遊び場　2坑口
へ向かう男たち　3賑わう青空市
場　4交通の命綱だったドルフィン
桟橋　5時化れば波しぶきが島に
降り注ぐ

（軍艦島を世界遺産にする会提供）
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